
【構想の概要】

長崎ならではの３つの視点（国際平和，医療支援，水環境）の１つからグローバルな課題を把握させ，その解
決の手立てを考察させる課題研究を中心とした取組を行うことにより，日本及び世界の「平和と共栄」を目指し
て，グローバルな課題の解決に積極的に取り組むリーダーを育成するためのプログラムを研究開発する。

世界の「平和と共栄」を目指し、
長崎から世界へ漕ぎ出す人材の育成

長崎県立長崎東高等学校
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ＳＧＨ研究開発と教科の取組

「長崎の視点からグローバル課題を考察させるた
めのプログラム開発」（研究開発単位Ⅰ）として以
下の取組や活動を行っている。

① SGH 基調講演会（長崎大学学長）
② SGH 講演会（長崎大学，長崎県立大学の教

員 等）
③国内ＦＷ（長崎大学，長崎県立大学，協和機

電工業，長崎市，浦上浄水場，原爆資料館 
等）

④大学教員，院生，留学生等との意見交換会
（長崎大学，長崎県立大学，長崎外国語大学，
マサチューセッツ工科大学，コンコーディア
大学 等）

⑤海外の生徒との意見交換（シンガポール国立
大学，ホーチミン師範大学，ハーバード大学，
ウィスコンシン大学 等）

⑥海外ＦＷ（長崎大学熱帯医学研究所ベトナム
研究拠点，WHO，JICA ベトナム，国連軍縮
部 等）

上記プログラムは学校設定教科「国際理解」，「総
合的な学習の時間（グローバルスタディ）」，及び

「特別活動」において実施している。高校 1 年生で
は学校設定科目「ナガサキタイム（1 単位）」を設
定し，学年全職員が課題研究の指導にあたる。「平
和」「医療」「水」に関する課題研究をサポートする
ため，高校 1 年次では各教科が連動し , 関連する学
習内容やスキルの向上に取り組む。具体的には「保
健」や「家庭基礎」の授業では疾病や仮想水につい
て教示し，課題研究のテーマ設定や社会問題につい
て考察する力を養っている。様々な視点から平和問
題をとらえさせるために「現代社会」の授業では国
連，公害，難民について 4 月当初に取り上げ，

「SGH 講演会」との連動性を高める。グローバル
人材育成のためには「コミュニケーション能力の向
上」（研究開発単位Ⅲ）が必要なことから，日本語
や英語での発表技術を高めることを目的とし，「コ
ミュニケーション英語Ⅰ」「英語表現Ⅰ」「国語総
合」等の授業ではプレゼンテーション，ポスター発
表，スピーチを実施している。

高校 2 年次では，学校設定科目「サイエンス特

論」において英語で書かれた教材を用いて生物を学
んでいる。生徒は実験や標本作製の過程を論理的な
レポートにまとめ，理科教員がレポート評価を行う。
こうした学びが，「総合的な学習の時間（グローバ
ルスタディⅡ）」で英文レポートを作成する際に役
立つものと考えている。また，「発信力を育成する」

（研究開発単位Ⅲ）ために，長崎大学や長崎県立大
学の英語教員と本校英語科教員が連携して「パラグ
ラフライティング講座」や「英語論文講座」をリ
レー方式で実施し，全研究班が英語レポートを作成
している。「時事英語」の授業では週に 2 回，英語
ネイティブ講師と日本人英語教師のチームティーチ
ングが行われ，エッセイライティングや模擬国連プ
ログラムに取り組んでいる。こうした活動が，生徒
の英語による発信力や課題研究英文レポート作成技
術の向上に寄与している。

高校 3 年次の「サイエンス特論」では国際バカロ
レア対応教材を活用して，英語をとおして数学を学
ぶことも行っている。数学的発想力，深い考察力，
多面的思考力の育成をねらいとしている。生徒が担
当の数学教員に英語で記された問題を解説する場面
があり，生徒と教員が協働で学び合う課題解決型学
習となっている。こうした合教科型授業は SGH 指
定以前は見られなかった。英語科の「異文化理解」
の授業では，即興ディベートやスピーチ活動が実践
されているが，そのねらいのひとつには課題研究プ
レゼンテーションやポスター発表における質疑応答
のやりとりをスムーズにすることがある。生徒の変
容を測るエビデンスとしてベネッセコーポレーショ
ンの英語技能試験 GTEC を用いている。2014 年に
アソシエイト校に指定され，英語の 4 技能統合型授
業に取り組んできた結果，下表のような成果が見ら
れる。
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また，H30 年 3 月に卒業した SGH 対象生徒のう
ち CEFR のＢ 1 以上は 91% であり，成果目標の
90% を上回る結果となった。

―134―



年度末に実施する生徒自己評価では，「地元長崎
に対する興味・関心が高い」，「グローバルな課題に
対しての興味・関心が高い」という項目に肯定的な
回答（「あてはまる」，「だいたいあてはまる」）をし
た生徒がいずれも高い割合を示している。次表で示
されたとおり，平成 28 年度の高校 1 年生の方が前
年度生よりも高い結果となっている。これは指定 2
年目になり，プログラムの内容が充実したことや高
校教員の指導体制が改善されたことが一因であると
考察している。特に顕著な結果が見られた「指定 1
年次（H27）の高校 1 年生」と「指定 2 年次（H28）
の高校 1 年生」との比較と，指定 2 年次における高
校 1 年生の 4 月から 2 月の推移を以下に示す。

峨峵岤岣峊岮峉岮岬峐峙峨峵岤ك峼峁峉েെ岶岮峄島峬ৈ岮
સ়峼ં峁峐岮峵岞ઃ峑ં岿島峉峒岴峴ਛ 28 ফ২
峘ৈૅڭফে峘্岶ফ২ে峲峴峬ৈ岮ટ峒峔峍峐岮峵岞
岽島峙ڮফ৯峕峔峴崿嵕崘嵑嵈峘ઍ岶ౄৰ峁峉岽峒
峮ৈૅઇ৩峘৬岶ఒ岿島峉岽峒岶峑岬峵峒
અ峁峐岮峵岞્峕ႀ෩峔ટ岶ৄ峳島峉岣ڭফઃ
峘ৈكH28قফઃڮফে岤峒岣ڭ峘ৈૅكH27ق
ফেڭফઃ峕岴岻峵ৈૅڮফে岤峒峘ૻຎ峒ڭૅ
峘ڰা岵峳ڮা峘峼ਰৣ峕ં峃岞                                                                                     

0

20

40

60

80

100

H27 高１ H28 高１

地元長崎に対する興味・関心が高い

65

70

75

80

85

H28 高１（４月） H28 高１（２月）

地元長崎に対する興味・関心が高い

 

80

82

84

86

H27 高１ H28 高１

グローバルな課題に対しての興味・関心が高い

77
78
79
80
81
82
83
84
85
86

H28 高１（４月） H28 高１（２月）

グローバルな課題に対しての興味・関心が高い

 ௬崐崻崯嵛崡ٹ

岣崘嵓嵤崿ർ৾ಆ峘崿嵕崘嵑嵈৫岤قଢ଼৫
ਜ਼⋜ك峼峒峁峐ઃ峘峲岰峕ষ峍峐岮峵岞ଢ଼ྉ峼عڰ

峼৭ল峃峵岞ྉڭ峒੶ஈબڭྉশ峑ଡਛ峁ڲ
শ峙ઇ৩૿قભ嵣ౢ૿ભ峕ਸ岲৾ফ峘ઇ৩岶ঢ়
峹峵岽峒峬岬峵ك峕ୖଢ଼峘ਤ⎃૾ய峼ਾઔ峁
ઇ৩岵峳峘ஃ峼ྉ৩峕岲峵岞੶ஈબ峙ർ৾ಆ峼嵅
嵤崰崽崑嵒崒峕੶ஈ峃峵岞嵅嵤崰崽崑嵒崒峙ྉশয
ઇ৩峘گয峘ଳਡ峑௬峃峵岽峒峼峩峐岮峵岞ྉ
৩峙ઐ৻峑ভಆౠਔৄઐఌভಉ峕
ਸ峁ઽૐ峁峉ੲਾ峼ྉ峑ુથ峃峵岞岽岰峁峉૽સী૿
峕峲峍峐ிભ岶ു峹島ੈ௮ઓઅৡ峮崛嵇嵍崳崙嵤崟嵏
嵛ৡ峼岿峅峵岽峒岶峑岷峵岞峨峉岝ঽী峒峘ਔৄ峼
ૻຎ峃峵岽峒峑ಪਖ਼ઓઅৡ峮ୗઓઅৡ岶᩿ു岿島
峵峒અ岲峵岞 
 ڮফ৯峘ਛ 28 ফ 12 া岵峳岣ಪਖ਼ઓઅৡ岤
岣ੈ௮ઓઅৡ岤岣ୗઓઅৡ岤峼એ岵峎௴
峕峃峵峉峫峕嵁崵崫崣崛嵤嵅嵔嵤崟嵏嵛峘岣GPS�
AFDGHPLF岤崮崡崰峼৷岮峐৽ফ৽ૌ峼峍峐岮峵岞ਛ
29 ফ২峘ৈૅڮফে SGH ৌেെقবఐ 80 ك
峘়௬峙ઃ峘峒岴峴峑岬峵岞 

ිෳ岻峑ં峁峉ڶ௬峘ਯக峙৸বૐੑ峼峍峐岮
峵岞્峕ੈ௮ઓઅৡ峒ୗઓઅৡ峕岴岮峐ڮফে
বఐ峘ਯக岶ৈ岮岽峒岶峹岵峵岞 

 ௬峙ৈૅ෮嵔嵁嵓ڶپ          

ୖଢ଼峕ਏ峔৬峑ੈ௮峔岮৾峝峼ਤ

峃峵峉峫峕AL ଢ଼ఊভ峼ফڮৰ峁峐岮峵岞AL ౝ
峼ڲা峒 10 া峕ਝ峁ಡਝ峘র৾ૅ峼அ峫峐৸৩
岶 AL ౸峼ৰ峁৻岶ଢ଼౸峼ষ岰岞ૅர
峒ઇఐ峼௭岲峉౸௴峒౸ଢ଼ভ峼ষ岰岽峒峑
崓嵒崕嵍嵑嵈嵆崵崠嵉嵛崰峮ઇఐ૯峘౸৫ଳਡ峼
ᅿਛ峁峐岮峵岞峨峉SGH ୖଢ଼峑峙৶ઓઅৡ
અৡ崛嵇嵍崳崙嵤崟嵏嵛ৡ岶ਏ峔岽峒岵峳H29ফ২
峙岣岮ઓઅ峕峎峔岶峵ਖ岤H30 ফ২峙岣ਖ嵣છ岹岤
峼৸ઇ৩峘ુৢ崮嵤嵆峒峁峐 AL ౸৫峕峴ੌ峽峑

ઓઅৡ ಪਖ਼ઓઅৡ ੈ௮ઓઅৡ ୗઓઅৡ 

௬ ৸ব বఐ ৸ব বఐ ৸ব বఐ 

 � � � 1 � � � 2 � �   � 0  ۈ

��  � 20 ڶ � 34 � �� � 24 � �� � 

 � �� � �8 � �� � �1 � ��  � �8 ڷ

�   � 21 ڸ � 16 � �  � 12 � � � 

 � � � 1  � � � 1 � �   � 1  ڹ

評価エビデンス

「グループ型探究学習のプログラム開発」（研究開

発単位Ⅱ）を主として次のように行っている。各研
究班を 4 ～ 6 名で構成し，班長 1 名と記録係 1 名を
選出する。班長は指導教員（担任・副担任に加え他
学年の教員が関わることもある）に課題研究の進捗
状況を報告し，指導教員からの助言を班員に伝える。
記録係は探究学習をポートフォリオに記録する。
ポートフォリオは班長，個人，指導教員の 3 人の視
点で評価することを試みている。各班員は交代制で
講演会，演習講座，意見交換会等に参加し，収集し
た情報を班内で共有する。こうした役割分担によっ
て責任感が養われ，協働的思考力やコミュニケー
ション力を向上させることができる。また、自分と
他者の意見を比較することで批判的思考力や創造的
思考力が涵養されると考える。

指定 2 年目の平成 28 年 12 月から「批判的思考
力」「協働的思考力」「創造的思考力」を多面的かつ
客観的に測定するために，ベネッセコーポレーショ
ンの「GPS - Academic」テストを用いて経年経
過を測っている。平成 29 年度の高校 2 年生 SGH
対象生徒（国際科 80 名）の総合評価は次表のとお
りである。

網掛けで示したＡ評価の数値は全国集計を上回っ
ている。特に協働的思考力と創造的思考力において
2 年生国際科の数値が高いことがわかる。

※Ａ評価は高校卒業レベル
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課題研究に必要な主体的で協働的な深い学びを推
進するために，AL 研修会を年 2 回実施している。
AL 週間を 6 月と 10 月に設定し，併設の中学校を
含めて全職員が AL 型授業を実施し，代表者が研究
授業を行う。校種と教科を越えた授業参観と授業研
究会を毎回行うことで，カリキュラムマネジメント
や教科横断型の授業開発視点を醸成している。また，
SGH 課題研究では論理的思考力，考察力，コミュ
ニケーション力が必要なことから，H29 年度は「深
い思考につながる発問」，H30 年度は「発問・書く」
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を全教員の共通テーマとして AL 型授業開発に取り
組んでいる。AL 型授業は SGH 対象生徒はもとよ
り，併設する中学校や高校の非対象生徒全員に実施
される。AL 型授業に全教員が取り組んで 3 年目と
なり，協働学習や発表活動に改善と深化が見られる
ことが指導助言者である京都大学の溝上慎一教授や
熊本大学の川越明日香准教授からも指摘されている。
AL 型授業の浸透は，前述の GPS テストで協働的
思考力や創造的思考力の評価が高いことの要因とも
考えられる。なお，成果普及として 10 月の研究授
業と研修会は他校教員にも公開している。
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「第 １ 回九州 SGH フォーラム」（成果普及）

SGH 事業成果の普及を目的として当初計画どお
り指定 3 年次に「長崎東ＳＧＨフォーラム」を開催
した。指定 4 年次の本年度はこれを拡大し，「第 1
回九州 SGH フォーラム」（H30.7/9）の開催準備を
進めている。九州内の SGH 指定校 14 校とアソシ
エイト校 4 校に参加を呼びかけ，12 校の生徒と教
員が参加を予定している。プログラムの内容は長崎
大学前学長の片峰茂氏による基調講演，8 校による
英語プレゼンテーション，3 校による英語ポスター
発表，5 校の代表生徒によるパネルディスカッショ
ンである。フォーラム前日には「生徒交流会」を企
画し，参加校の生徒・教員が情報交換できるよう工
夫した。ホスト校として，生徒交流会やフォーラム
の運営（司会），会場案内は高校 3 年生を中心に行
う予定である。

本フォーラムのテーマを「SGH で身につく力と
将来への展望」とし，パネルディスカッションの
ファシリテーターには本校 SGH 運営指導委員を指
定 1 年次より務める山口大学准教授の陳内秀樹氏に
お願いした。なお，案内文書は長崎県内ほぼすべて

の公立・私立高校にも送付し，SGH ホームページ
及び本校ホームページにも掲載した。主なプログラ

ムと発表校を次にまとめる。
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本フォーラムのモデルとしたのは鹿児島県立甲南
高等学校（H27 指定校）が主催する「高校生国際
シンポジウム」である。平成 27 年度より毎年約 12
名の生徒と 2 名の教員を派遣し，さまざまな教育的
効果を享受してきた。ホスト校の生徒が主体的に運
営に関わる積極的な姿勢，課題研究の口頭発表やポ
スター発表での意見交換，生徒交流会での学び合い
など，参加した生徒だけでなく教員の資質向上にも
つながる素晴らしいシンポジウムである。

本フォーラムを開催するにあたり，14 か月前か
ら管理機関との連絡や調整を進め，会場（長崎ブ
リックホール）を予約した。平成 29 年 6 月に開催
された「平成 29 年度スーパーグローバルハイス
クール連絡協議会」等，他の九州内 SGH 校担当者
と会する機会を利用し，周知を図った。開催までの
準備を下記フローにまとめる。
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H30 年 6 月 24 日現在，参加者数は未確定ではあ
るが，600 名を超えるものと思われる。他校教員の
参加も 30 名以上が見込まれる。次年度も本フォー
ラムを改善し，成果普及に努めていきたい。
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